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【平成２８年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、計算代数統計分野の発展を加速させ、数理統計学全般を代数的手法によって変革するとと

もに、統計学から提示される諸問題の研究により、可換環論や D 加群理論などの関連する数学領域の

変革も目指してきた。その結果、統計学と数学の双方で当初計画以上の成果が得られつつある。特にホ

ロノミック勾配法を中心とした研究が進み、統計学の標本分布論など基礎的な分野だけでなく、無線通

信分野の成果も得られた。 

これらの成果は多くの論文や国際研究集会等で発表され、研究代表者が日本数学会２０１５年度解析学

賞を受賞するなど、国内外から高く評価されている。 

 


